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	(1) O&OD手法は、コミュニティからのボトムアップの開発計画の策定を目指すものであり、本手法の改善により、より住民のニーズに沿った開発計画の策定・実施が行われ、貧困削減に資することが期待される。
	(2) O&OD手法による開発計画策定プロセスにおいては、ジェンダー、人権、HIV/AIDS、環境管理等への配慮がなされるようにハンドブック等各種マニュアルに規定されている。本案件の実施においては、実際のロールアウトの際においてこれらが実際に実行されているかを確認するとともに、その結果如何によっては改善提言に盛り込むことを検討する。
	８．過去の類似案件からの教訓の活用
	９．今後の評価計画
	(1) 事後評価に用いる指標
	(a)活用の進捗度
	・本プロジェクトにより提言された改善提言及びアクションプランの実施にかかる進捗状況 
	(b)活用による達成目標の指標
	 (2) 上記(a)および(b)を評価する方法および時期
	・フォローアップ調査によるモニタリング 
	・必要に応じて調査終了後に評価を実施 

